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「特別 支援教育の 在 り方に つ い て （最終報 告）」 に 関す る調査

　　　　　　　　 堤荘祐　　　　　　　　　 石 岡由紀

　　　　　　（神戸親和女子 大学）　　 ，　　 （神戸親和女 子 大学）

悶 と目的

　 2003年 3月文部科学省が 「特別支援教育撮終報告）」

の発表 を行 っ tCeこの報告の中で は、障害の ある幼児・

児童の視点に立っ て
一
人ひとりの ニ

ーズを把握して必

要な教育支援を行 うとともに、地域交流 ・生涯学習活

動への 支援や早期療育・教育の 充実な どに よ る障害

児 ・者 へ の 生涯にわたっ た支援を基本的な考え方とし

た今後の特殊教育の 在り方が述べ られ て い る。 今回 の

調査は、こ の 報告につ い て障害を持つ 幼児 ・児童の 保

護者がどの ように受け止めて い るのか、また内容につ

い て どこ まで理解や情報を持 っ て い るの か を把握 し、

これか らの 障害教育の 在り方につ い て検討
・考察を加

える こ とを 目的 と した 。

撫

L 対象

　障害を持つ 幼児
・
児童お よび その 保護者で ある。調

査は幼児・児童およびその 保護者を対象としてい るが、

回 答は必鯲的に保護者に よるもの で ある。

2．手続きおよび質問内容

　調査は 2003年 9月か ら 11月にか けて幼児 ・お よび

その 保護者に対して 質問紙法を用い て行っ た 。 その 内

容 は概ね次の 6点に 大別され る。   年齢  現在の 就

園
・就学先  璋害の鑼 1伎援教育の 内容にっ い

て（嬲 1伎 援教育に対する意見（自由記述）を求め るも

の で ある 。 なお、質問紙内の 「特別支援教育の 在 り方

につ い て（最終報告）」 の ポイ ン トか らの 引用とした。

櫞

1 ．回 収状況

　調査 対象 と され た幼児 ・児童 お よび そ の 保 護者 は

120 組で あ り、その うち回収が 可能 とな っ た の は 69

組で 回 収率は 57．6％で ある。

2．対象幼児の 状況

  対象児の 在籍の 状況は未就園児 1名、保育園在籍児

16名、幼稚園在籍児 7 名、通園施設在籍児 15名、小学

校普通学級在籍児 4名、ノ亅、学校特殊学級在籍児 24 名、

養護学校在籍児 2名で ある。

  障害の種類は知的障害 16名、ダウン症児 19名、広

汎性発達障害児 30名、その 他 4名 である。

3．文部科学省の いうところの特別交膿教靤二ついて

  糊 1亅支援教育とい う文言につ い て聞い た こ とがある

か 否掴 こ対する回答は以 下の とおりで ある。最近よく

聞くと回答したの は 24名で 回答者の 34．8％、聞い た

こ とがある と回答 したの は 10名で 回答者の 14．5％、聞
いたこ とはあるが 内容 は よ くわ か らない と回答 したの

は 23名で回答者の 33，3．°／。、全く聞い たこ とがない と

回答 したの は 12名で回答者の 17、4％で ある。

  特別支援教育に対する関心 が あるか 否か に対する回

答は以下の とおりである。とても関心があると回答し

たのは 如 名で回 答者の 58．0％ 、 関心が ある と回答 し

た の は 28名で回答者の 40．6％、関心はない と回答し

たの は 1名で ある。

  現状認識 に つ い て ど う思 うか との 問い に対する回答

は以下 の とお りで ある。 とて もそ う思 うと回答したの

は 27 名で回答者の 39．IP！o、そ う思 うと回答 した の は

36名で回墜者の 525％、そ う思 わ ない と回答 したの は

0名、わか らない と回答 したの は 6名で ある。

  教員の 騨 『性が不 十分で あ る とい う認識に つ い て ど

う思うか との 問い に対する回答は以下の とお りである。

とて もそ う思 うと回答した の は 56 名 で 回答者 の

812％、そ う思 うと回答 したの は 10 名で 回答者の

145％ 、 そ う思わない、全くそ う思わない と回答した

の は 0名、分か らない と回答した の は 2名で、無記 入

が 1名で ある。

  特男岐 援教育の 内容につ い て どう思うか の問い に対

する回答は 以下の とお りである。 とて も賛同で きると

回答したの は 21名で 回答者の 30，4％、賛同で きる と回

答した の は 18名で 回答者の 26，1％
、 あま り賛同で き

ない と回 答 したの は 8 名で回答者の 11．6％、全 く賛同

で きない と回答 したの は 4 名で 回答者の 5．筋 、わ か

らない と回答 した の は 16名 で回答者の 23．2％、無 記入

が 2名である。

黼 か ら糊 岐 援教育ぺ の 発想の 転躑 こつ い て

ど う思うかの 問い に対する回答は 以下の とおりで ある。

とて も必要で あると回答 した の は 27 名 で 回答者 の

39．1％、必要で あると回答したの は 25 名で向答者の

36．2％、あま り必要でない と回答した の は 3名、全く

必要でない と回答したの は 3名、わからない と回答し

たのは 11名で回答者の 16．5％ 、無記入 が 2名で ある。

  特別支援教育の 在り方につ い て どう思うかの 問い に

対する回答は以下の とおりである 。 とても贇同できる

と回答したの は 29名 、 劃司で きると回答したの は同

じく 29 名で回答者の 42．（Pl・、あま り贊同で きない と
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回答したの は 2名、全く賛同できない と回答したの は

1名、分からない と画答 したの は 7名で回答者の 10，1％、
無記 入 が 1名で ある 。

報

　 近年の 調査で は、障害を持つ 幼児や児童が 地域の 幼

稚園や保育所
・
園また は小学校に在籍してい るとい う

事実が 明 らか に され る と共 にそ の実態に対する多くめ

疑問が示 唆され て い る。こ の 実態 を背景に今回 「特別

支援教育」 が実施され る こ とに なるの で あるが、・それ

に対 して聯 ｛まどの よ うに理解して い るの であろ う

カ  まず 「特別支援教育亅とい う文言につ い て はお よ

そ 80？1・の 保護者が 聞い た こ どがある と答 えて い るが、

およそ半数以上
’
の保護者が その 内容につ い て はほ とん

どわか らない 状態にあるとV，、える。・．また内容は わか ら

ない が関心はあ る と答えたの は 1名を除い た 68名に

あたる。 この こ とか ら 「特騨皮暖教育ゴという文言の

普及および 関心は高いがその 内容の 理解にっ ては朱だ

低 い状態にある もの と思われ るL　 「
　　　　　

．

．次に文部科学省の い うとこ ろの 現状認識につ いて で

あるが 「とて もそう思う」 「そう思う1 と答えた保護者

が 90％で あり、現代 の 多様化して いる子どもの実態に
　 　 ，t
つ い て の 認 識は文 部科学省の 示すとこ ろ とほぼ コ

致し
’
て い るもの と考えられ る 。　　　

．
　　　

’
　

．
’t／t

　教員の 専門性 が木十分で あ る とい う認識につ い て は

　「わか らな い j （2名）無 記 入 、（1名）以 外の ほ とん ど

の 保護者が 「とて もそ う昼う」 厂そう思 う亅 ξ答えてお

p、多樹匕して い る教育現場におい て 専門性を持っ た

教員の 配置が望まれて いるとい うこ とが顕著に表れて

い ると考えられる。さらに自由記述で はこ の 制度を実

際に運営してい くために は この制度成立の経緯および

．専門性を兼ね備えた教員の存在が不 可欠である と述べ

られてい 喬　　  、
．
／ ．・．．　 ・

　　「特珠教育」 から 「特易1庚援教育」 へ の発想 の 転換

につ 尊・て は 「とそも必要で ある」（27名）「必凄 で ある」

　（25名）と大半の 保護者が との 発想あ転換は必凄で あ

ると考えて い るもの の〜
’
自由記述で は基本的に普通学

，級に在籍する こ とが困難な子 どもも存在す るの ではな

い か、また理念だ けが先行し、教育現揚では混乱が 起

こ るの でほない か とい う意見が見られ る＞2ど、iの制　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ト　　　　　　　　　　　　　tt
度の 実施が時期尚早なの で は ない か と危惧する意見も

1

明ら斜 こされた。

　特別支援教育の あ り方 につ ては 「とて も賛同 できる」、

　（29名） 「賛同で きる」 （29名）と 8ql6以上の 保護者

が理解を示 してい るのに対し その 内容に関し
一
q訂あ

’

ま り贄同で きない 1 （8名）
’f全く賛同で きない 」 （4名）

　「わか らない 」
1t
（16名）．と半数近く．の保護者は実確さ

れる内容 につ い て は多少 の疑問を持つてい るもゐと考
え られ る．自由記述では実際にこ の 制度を教育現場で

実施 してい く教員の 資質お よび専門性の 保有の 問題、
さらに はそ の 教員を確保するた めの 予算の 捻出方法に

っ い て の 大きな疑問が残っ て い る ようで ある。

結諭　　　　　　　　　　　　　　　　
唱

　 「糊 1亅支援教育亅実施に 関じて 、その 理念とされ る と

こ ろは多 くの 人が 賛同するとこ ろで あろう。
しp）L な

が5今回 の 調査で も明らか になっ たようにそ の 理念を

実SW るため9，方鎌 醐 靴 さ癖 瞳 レ・こ とに よ

る不安が多 く聞かれ る。障害を持 つ 子 どもと持た ない

子どもが同じ環境でず こすこ との 重要性はいうまで も

ない 」
・しか しなが らそれ を実践す るこ との み に主眼 が

お かれ、その IS｝O　｝
，

主 役で あうはずの 子 どもがお互 い に ，

不利益鬢被るようで あ輝 その理魯の i幾 に あま．P意
味は見出せない。またその

一
方 でそ の こ とばか りが危

・惧され、障害の 「ある」 「なし」 や障害 の
層
「軽亅 「重亅

に よっ て のみで、子どもの 在籍する場所が固定されて ・
・
しまうとい うこ とに問題がある こ とは恥 うまで もない。

　今回の 「特別支援教育」は
一
人ひ と りの ニ

ーズ を重要

視する とい うこ とに主 眼が おか れてい る。その 理念を

実践するにあたっ ては実に様々 なケ
ー

ス が存在する こ

と
’
に なるで あろ う。今まで の よちな画F 的な対応では

今回 の 制度の 導入 ・実施は 不 可能で ある こ とが 十分考，

え られる。聡合的な学習」の 導入時に．も感レた こ とで ．

は あるが、なるほ どそ の 学習理念はすば らしい もりで

あるが、それを実践す る教員の 力量、内容理艦 意識

改革がその理念 に伴6たもの で あつた の か とい う疑問

が残る e そ じてま た今回の 「特別支援教育」にも向じ疑
．’

問が残 るの は非常に残念なこ とで ある。しか しながら

理念や理想の ない ところに良い教育実践が存在するこ

とはない ので ある。 ただ し理念を提示 した以上はそれ

を実施する こ との で きる環境を構成する責任があるは
層

ずで ある。その 提示の 内容が実にあい ま い で ある現状

の中で は 、 この 「糊 ll支援教育」の 船出には大きな不安 ．

が 同乗して い るもの と思われるe ただ今回の 制度導入 ．

に よっ て教育現揚にい る教員
一

人 ひ と りが この理念を

自分な りに理解 し、子ども
一
人ひ とりに応じた教育実

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　’　　　　　　　　　　　　　　　　，　　ヒ
践の 必 要性を問い 返 し｛ 新たな教育改革め手が か りに

なれ ば幸い で ある1、そ の た めに は こ の 制度の理 念や方

法 論を子 どもや 保護者、または教育現場で の 実践者で

ある教員に広 く提 示 し、深 い理解を得 る必要 があろ う。

羅 難禦脚 騨
鐔とさ榊 る

　
’
　　　・ト　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜

t
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